
1 

「令和 5年度第 2 回日本型教育の海外展開（EDU-Port ニッポン）応援プロジェクト」選定結果の発表 
 
「令和 5年度第 2 回日本型教育の海外展開（EDU-Port ニッポン）応援プロジェクト」に申請のあった 9件について審査を行った結果、以下 3 件を採択する
ことといたしました。 
 
申請機関 事業名 概要 

カシオ計算機株式会社 エジプトでの探究型数学
教育事業 

本事業では、カリキュラム改革に伴い探究型指導の重要性が高まるエジプトにおいて、教育省と協働
して探究型指導を疑似体験できる教師研修を企画・実践し、研修を受講した教師による探究型授業の
実施を支援する。生徒自身が関数電卓を用いて主体的に学ぶ探求型授業の実現を通して、生徒の数学
的思考力の向上を目指す。また、本事業で得られた成果を日本国内の協力関係にある大学に報告し、
日本における探究型授業指導法の発展に貢献する。 

カシオ計算機株式会社 バングラデシュでの実践
的な数学学習事業 

バングラデシュにおいて 2024 年に改訂予定の 8～9 年生対象新カリキュラムでは、「教科理解を深め
る実践的な学習」が重要視されている。そこで、本事業では日本で既に重要視されている実践的な学
習（日常生活を絡めた指導）と、同国で普及している関数電卓を用いた学習方法を合わせた指導パッ
ケージを提供する。パッケージの普及とその活用を通して、生徒が確かな判断力を身につけるととも
に、学んだことを社会に応用させてあらゆる課題を自ら解決する能力を育む教育を目指す。また、本
事業で得られた成果を日本国内の協業大学に報告し、日本における実践型授業指導法の発展につなげ
る。 

ヤマハ株式会社 コロンビア共和国初等教
育への日本型音楽教育導
入事業 

本事業では、コロンビア文化省と連携し、公立小学校 30 校の児童に対してリコーダーを使った日本
型音楽教育のパイロット授業を実施する。授業内では日本型音楽教育の特色である 4 分野の 1つ「器
楽」をメインに用いつつ、歌唱・鑑賞・音楽づくりも併せて実施する。共同や探究を多く取り入れ「主
体的・対話的で深い学び」を実践することで海外での日本型教育の認知度向上・国際化に寄与する。
また、日本の教育支援サービス企業と協業し、日本型音楽教育が児童のどのような「非認知能力」を
育むことができるのかを計測する。これらの活動を通じて、日本型音楽教育の有効性検証・エビデン
スの収集と、コロンビア公立学校における教育の質向上を目指す。 

 


